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■数字で見る高齢期支援の取組  ※令和7年度実績

　★健康寿命の延伸　　男性　８３．２８歳（＋０．０３）　女性　８６．０６歳（＋０．１４）

　・もの忘れ予防検診受診数：　２，２４１人（前年比１２８％）
　・認知症カフェ：　１４か所
　・本人ミーティング：　開催場所2か所／累計参加者数62人
　・フレイルチェック人数：　48会場／４８０人
　・フレイル予防講座受講者数：　22回／144人
  ・市民向けユマニチュード講座　１回／75名

プレスリリース

西東京市広報プロモーション課

高齢期も自分らしく暮らし続けられるまちへ
― 認知症とフレイル予防の取組を進めています ―

　本市では、高齢期を住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けられるまちを目指し、認知症施策とフレイ

ル予防を、高齢期の安心と健康を支える“両輪”として展開しています。

　認知症になっても安心して暮らせる地域づくりと、健康維持や社会参加につながる取組を一体的に進

めることで、高齢期の不安軽減や地域とのつながりづくりを図っています。令和8年度は、もの忘れ予防

検診や、フレイルチェック等の継続に加え、健康eスポーツの普及や、認知症のある人の社会参加を紹介

するタブロイドの発行、フロマエ・ロマン事業など、多様な施策を展開し、まちづくりの視点をもって、高齢

期の社会参加と介護予防の取組を加速します。
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